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能性 に向け られた ものであ った点 にある。
《石に就いて》の特徴的な線刻は,あ たかも
粘土や石に対 して人類が最初に施 した彫刻行
為の瞬間に相当するかのようである。原初の
天然状態の素材として木材を扱うことで,橋
本は木彫を塑像や石彫と同列の 「木製の彫刻」
として自立させたのである。
橋本はこのように,木材の新局面を展開 し
て,新 しい彫刻素材として制作に臨んだ。そ
こに橋本の木彫家としての異色性があり,彫
刻家としての現代性があると言えよう。
橋本にとって,彫 刻は作為のない制作の結
果であった。その制作観は彫刻のフォルム自
体より,形象化の過程,す なわち制作という
行為そのものに重心を置 くものと言える。そ
の意味で橋本は,創造行為 自体を彫刻のテー
マに据えた,日 本で初めての現代彫刻家なの
かも知れない。
《石 に就 いて》
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